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“CALC1:MARK:BWID:DATA?”帯
域幅クエリの結果を使用する場
合、低／高スティミュラス表示
値をプログラムで受け取ること
はできますか？
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（サポート・モデルは太字で示されています。E5071C E5072A E5070B/71B E5070A/71A E5061A/62A 
E5061B E5063A E5091A E5092A）

［Marker］ – ［Marker Search］ – ［Bandwidth ON］を選択してENAネットワーク・アナライザを手
動で設定した場合は、アナライザのフロント・パネルに表示されるように低／高スティミュラス値が手
動設定されます。

 

E5071Cの［Marker］ – ［Marker Search］ – ［Bandwidth ON］：177 MHzバンドパス・フィルタ

ただし、“CALC1:MARK:BWID:DATA?” コマンドによるこの機能のプログラムによる実装には、低／高
スティミュラス表示値は含まれません。

Keysight VEEプログラミング・コードと関連する画像によって、帯域幅クエリの低／高スティミュラス

値を読み取るためのコマンドやプロセス・ステップの概要が示されます。このソリューションは、帯域
幅クエリ、基準マーカ、マーカ2、マーカ3、マーカ・ターゲット左サーチ、マーカ・ターゲット右サーチ

の各機能の使用に依存します。 
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詳細／例

画像 1 – Keysight VEEプログラミング・コードの画像 - メイン・プログラム (画像の拡大表示)

 

画像 2 – Keysight VEEプログラミング・コードの画像 - clearAllMarker_fnctn関数 (画像の拡大表示)

 

https://www.keysight.com/main/redirector.jspx?action=ref&ckey=2258439&cname=EDITORIAL&NEWCCLC=JPjpn
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画像 3 - Keysight VEEプログラミング・コードの画像 - Reset_BW_Query_and_Engage_fnctn関数 (画
像の拡大表示)

このソリューションは、Keysight VEEプログラミング言語に基づいたものです。「ドキュメントおよび

ダウンロード」のセクションから、Keysight VEE Proの30日間の無料試用版を入手できます。Keysight 
VEE Proをご利用でないプログラマの皆さんは、下の関連リンクPseudo Code for ENA BW Query 
Stimulus よりテキスト・ベースの疑似コマンド・セットをご確認ください。
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This information is subject to 
change without notice.

www.keysight.com

http://www.keysight.com

	 詳細／例

